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 平成 29 年 6 月 1 日(木)、第 40 回通常総会が霞が関ビルの東海大学校友会館「望星の間」で開

催されました。正会員出席社数 23 社、委任状提出社数 27 社と合わせ定数を充足していることか

ら、定刻の 14 時 30 分、竹田副会長が総会の成立を宣言しました。議長には佐藤会長が選出され、

五十嵐副会長により昨年度の事業報告並びに収支決算報告、今年度の事業計画・予算案の説明が

行われました。総会における各議案の審議は滞りなく進行し、15 時 20 分に無事終了致しました。

詳細は議事録及び総会資料をご覧ください。 

 

佐藤会長の挨拶 

只今、ご紹介頂きました当協議会の会長を務めさせて頂いております㈱分析センターの佐藤で

す。総会に先立ち、開会の挨拶を申し上げます。 

昨年度の世界情勢は、6月に行われましたイギリスの EU 連合離脱

を問う国民投票から始まり、11 月のアメリカ大統領選では、クリン

トン氏を抑えてトランプ氏が勝利すると、産業界が変革を期待した

ためか、日経平均株価も大幅上昇、景気回復の兆しを感じる局面も

ありました。しかしながら、12 月に隣国の韓国において朴槿恵大統

領の弾劾訴追案が可決され、罷免される出来事や新年 1月にトラン

プ氏が大統領に就任し、オバマ政権とは異なる強硬路線を歩み始め

た事で、急速に株価は下落、さらに北朝鮮の挑発行動や IS に関連

したテロ事件の多発など世界情勢は極めて不安定で不透明な局面

を迎えております。一方、国内では７月には東京都知事選が実施され、都民ファーストを掲げる

小池知事が就任するや、築地市場の豊洲移転問題が浮上した事で、地下水汚染問題など我々が営

む環境計量証明事業が連日 TV ニュースでもクローズアップされるようになりました。 

このように、国内外の政治環境は激動の中にありますが、当協議会は今年 3月、粛々と創立 40

周年の節目を迎えることができました。これも、東京都環境局や生活文化局計量検定所ほか関係

団体からご指導･ご鞭撻を仰ぎながら、終始一貫して「環境測定･分析に関するデータ信頼性の向

上」と「分析技術者のスキルアップ」をスロ－ガンとして、会員企業の技術力の向上を目的とし

た事業活動を続けた結果の賜物と思っております。今日、ここに第 40 回通常総会を迎えられま

した事は、本当に会員皆様のご理解・ご協力があっての事と思っております。役員一同を代表し

て感謝申し上げます。有難うございました。 

どうか、本通常総会におきましては、是非ともご活発なご質疑をお願い申し上げます。なお、

本総会終了後に、創立 40 周年記念式典と祝賀会を用意させて頂きました。そのため、本日は長

時間となりますが、何卒、皆様と共に 40 年の歩みを語り合いたいと存じますので、どうぞお付

き合いの程、よろしくお願い申し上げます。誠に簡単ですが、開会の挨拶とさせて頂きます。 

 

第 40 回通常総会報告 

佐藤会長挨拶 
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＜通常総会風景＞ 

 

 

 

 

 

 

 
＜通常総会風景＞ 
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東京都環境計量協議会 

平成２９年度（第４０回）通常総会 

議  事  録 

日    時  ： 平成２９年６月１日（木）   １４：３０～１５：２０ 
場    所  ：  東海大学校友会館（東京都千代田区霞ヶ関３－２－５霞ヶ関ビル３５階） 
出 席 者  ： ５０社（うち委任状２７社） 
 

竹田副会長が１４時３０分、正会員総数６８社中５０社の出席があり、会則第１２

条により総会が成立することを宣言した。 

総会を開催するに当たり、最初に佐藤会長が挨拶を行った。 

会則第２２条に従い、会長が議長となったが、議事に入る前に会長は議事録署名人

として、新日本環境調査（株）の川岸邦充氏と（株）日本シーシーエルの濱砂眞澄氏

を指名し、両氏はこれを承諾した。 

 

議    事 

１．第１号議案「平成２８年度事業報告承認の件」及び第２号議案「平成２８年度収支

決算報告承認の件」について 

五十嵐副会長が、配布された総会資料に基づき説明した。引き続き鈴木監事が、平

成２８年度決算書について詳細に監査した結果、収支状況を正しく示していると報告

した。第１号議案及び第２号議案について一括審議した結果、異議なく承認された。 

 

２．第３号議案「平成２９年度事業計画（案）審議の件」及び第４号議案「平成２９年

度収支予算（案）審議の件」について 

五十嵐副会長が、配布された総会資料に基づき説明した後、第３号議案及び第４号

議案について一括審議した結果、異議なく承認された。 

 

 

以上で第４０回通常総会の議事が終了し、１５時２０分、竹田副会長の閉会の言葉で

閉会した。 

以上 
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平成２９年６月１日（木） 
 

東 京 都 環 境 計 量 協 議 会 
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総 会 次 第 

 

１． 日 時 平成２９年６月１日（木） 

午後２時３０分 

 

２． 場 所  東海大学校友会館 「望星の間」 

 

３． 総 会 の 成 立 と 開 会 宣 言 

 

４． 会 長 挨 拶 

 

５． 議 長 選 出 

 

６． 議事録署名人の選出       

 

７． 議 案 

      

第 １ 号 議 案  平成２８年度 事業報告承認の件 

      

第 ２ 号 議 案  平成２８年度 収支決算報告承認の件 

      

        監査結果報告 

      

第 ３ 号 議 案  平成２９年度 事業計画（案）審議の件 

      

第 ４ 号 議 案  平成２９年度 収支予算（案）審議の件 

 

 

８．  閉 会 の 言 葉 
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はじめに 

平成２８年度は、世界に目を向けますと６月にイギリスの EU 離脱、11 月の全米大統

領選では優勢とされたクリントン氏を抑えてトランプ氏が勝利すると、日経平均株価も

大幅上昇、景気回復の兆しを感じる局面もありました。しかし、12 月に隣国の韓国に

おいて朴大統領の弾劾訴追案が可決され罷免される出来事や 1 月にトランプ氏が米大

統領に就任し、オバマ政権とは異なる強硬路線を歩み始めた事で、世界情勢は極めて不

透明な局面を迎えた年と言えます。一方、国内では７月には東京都知事選が行われ、都

政改革を掲げる小池知事が就任するや、築地市場の豊洲移転問題が浮上した事により、

地下水汚染問題など環境計量証明事業がニュースでもクローズアップされるようにな

りました。 

このような中、当協議会は今年で創立４０周年の節目を迎えることとなり、今後も「測

定･分析データの信頼性及び品質向上」、「分析技術者の技術向上」をスロ－ガンとし、

業界の更なる発展に寄与すべく、会員企業同士、あるいは会員企業と協賛企業とが相互

に交流できるよう日々努めて参ります。 

また、東京都計量検定所や東京都環境局ほか関係官庁からご指導･ご協力を仰ぐと共

に、(一社)日本環境測定分析協会ならびに首都圏環境計量協議会連絡会、大阪環境測定

分析事業者協会など関連団体との連携を図り「分析単価の適正化」に関する情報交換、

若手技術者を対象とした「新任者教育セミナー」の開催、「技術研修会」、「事例発表会」、

「研修見学会」等を通じた会員相互の交流と技術情報習得の一端を担って行きたいと考

えております。 

 

[第１号議案] 

平成２８年度事業報告 

 

平成２９年３月３１日現在の会員数及び役員は次の通りです。 

* 会員数 

正 会 員  ６８社（入会２社、退会５社、賛助会員へ種別変更１社） 

賛 助 会 員  ２０社（入会５社、正会員からの種別変更１社） 

合 計   ８８社 

* 役 員 

会長 １名、副会長 ２名、理事 ７名、監事 ２名、顧問 １名 

 

１．会議の開催 

（１）総会 

平成２８年度(第３９回)通常総会 

日 時：平成28年5月13日(金) 16:30～17:40 
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場 所：スクワール麹町（東京都千代田区麹町６－６） 

出席者：57社（うち委任状29社） 

（２）役員会 

全体会議：５回開催 

平成28年5月13日、6月6日、10月13日、12月7日、平成29年3月15日 

（３）委員会会議 

技術、業務、広報の３委員会で、必要に応じて担当理事及び委員による会議を開催

しました。 

２．事業活動 

（１）新任者教育セミナー 

当協議会では「環境計量測定データの信頼性の向上」を目的として各種技術講習会

等を企画しております。その一環として、今年度も(一社)日本環境測定分析協会 関

東支部との共催により第９回 新任者教育セミナーを開催しました。なお、今回も千

葉県環境計量協会、(一社)埼玉県環境計量協議会、(一社)神奈川県環境計量協議会の

４県単合同での開催とし、ほぼ満席の６９名（東環協：１５名、千環協：２３名、埼

環協：１３名、神環協１８名）と多くの方々にご参加いただきました。 

日時：平成28年6月22日（水） 10:00～17:30 

場所：(一社)日本環境測定分析協会 ２Ｆ研修室 

内容： 

講義１ （10:45～12:00）「労働安全衛生について」 

講師 セフティレビュー     大山 喜彦 氏 

講義２ （13:00～14:30）「環境計量の仕事とは」 

講師 (一社)日本環境測定分析協会 関東支部長 津上 昌平 氏 

講義３ （14:45～16:15）「精度良い測定のために」 

講師 (株)佐々木環境技術事務所 代表取締役 佐々木 克典 氏 

修了証授与式＆名刺交換会 （16:15～17:30） 

◇ 講義１では、労働安全衛生の基礎から測定業務における安全管理や安全衛生の進

め方、労働安全衛生法の改正によるストレスチェックやリスクアセスメントの義務化

などについてお話がありました。受講者からは、リスクアセスメントについて更に理

解が深まった、安全について改めて考えることが出来た、との感想が聞かれました。 

◇ 講義２は「環境」という言葉の意味の変遷、国内環境関連法規や国際法規との繋

がり、環境計量や作業環境測定等の事業登録制度、更には国際規格や資格取得に至る

まで幅広い内容でした。受講者からは、資格も含めた目標を持つことが重要だと感じ

た、目的を持って仕事を進めることが大事だと思った、との感想が聞かれました。 

◇ 講義３では、サンプリングの重要性や、化学分析における汚染(コンタミネーショ
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ン)の防止、使用器具の正しい操作、試薬・標準液の管理、試験に使用する水につい

てのお話がありました。受講者からはサンプリングや分析での注意点を深く知ること

が出来た、サンプリングの重要性を改めて認識した、との感想が聞かれました。 

◇ 講義後の名刺交換会では、千環協、埼環協、神環協の参加者と共に、年齢、所属

企業を越えて、それぞれ名刺を交わしつつ、仕事の情報交換をする光景が見られるな

ど、活気あふれる交流ができました。 

（２）環境測定技術事例発表会 

特別講演では、国立大学法人 東京海洋大学の神田穣太 先生に「二酸化炭素収支か

ら見る東京湾の水質と物質循環」というテーマでご講演頂きました。 

事例発表では東環協から６題、当協会の友好団体である大環協より１題、多岐に亘

る内容の計７題が発表されました。発表後には、活発な質疑応答もなされ、充実した

発表会となりました。 

日 時：平成28年11月16日(水) 10:30～19:30 

場 所：アルカディア市ヶ谷（東京都千代田区九段北４－２） 

参加者：会員21社・44名ほか 

内容： 

＜特別講演＞ 

演 題：「二酸化炭素収支から見る東京湾の水質と物質循環」 

講 師：国立大学法人 東京海洋大学 副学長 神田穣太 先生 

◇ ご講演では1989 年から現在までについて、東京湾における有機物負荷量の発生源

別の変化や栄養塩濃度の経年変化から東京湾の水質が改善されてきていること、さら

には、東京湾内における二酸化炭素交換量などについての説明がありました。 

＜事例発表＞ 

発表 ①「東日本大震災の被災地における化学物質環境実態追跡調査 

の生物分析結果のまとめとGPCを用いた一斉分析法について」 

（発表者）いであ株式会社 高橋 厚 

発表 ②「小型電子機器等リサイクルシステム 

構築実証事業運営業務について」 

（発表者）株式会社環境管理センター 牛 シン 

発表 ③「分析装置にダイレクトに超純水を供給する」 

（発表者）ヴェオリア・ジェネッツ株式会社 黒木 祥文 

 

発表 ④「環境分析に用いる分析機器の異物･不明物分析等への活用について」 

（発表者）株式会社オオスミ 岩井 芳典 

発表 ⑤「加熱脱着GC/MS/MSシステムによる有臭化合物の測定事例」 
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（発表者）株式会社分析センター 渡邊 昇太 

発表 ⑥ <大環協・交流講演> 

「床仕上げ材および天井を付加したCLT床版の遮音性能に関する実験室測定」 

（発表者）一般財団法人日本建築総合試験所 村上 剛士 

発表 ⑦「IoTデバイスを活用した室内空気の連続モニタリング」 

（発表者）環境リサーチ株式会社 耳塚 倫太郎 

 

（３）技術研修会 

本年度の技術研修会では、埼玉大学大学院 准教授 関口和彦先生にご講演頂きまし

た。また、（一財）あんしん財団から会員制度のご案内をして頂きました。 

日 時：平成29年1月25日（水） 14:45～17:00 

場 所：アルカディア市ヶ谷（東京都千代田区九段北４－２） 

参加者：会員21社・29名ほか 

内容： 

＜講演＞ 

演 題：「大気光化学反応の空気浄化手法への応用と促進酸化手法を併用した分解

生成物の抑制」 

講 師：国立大学法人 埼玉大学 

大学院理工学研究科 准教授 関口和彦 先生 

◇ 光化学スモッグは様々な原因により発生しますが、その中でも特にＶＯＣガスか

らの二次生成粒子による影響が現在では大きな要因となっています。関口先生からは、

このＶＯＣガスの都市大気における反応、二次粒子の生成メカニズム、それらの処理

技術などについてご講演頂きました。 

＜ご案内＞ 

テーマ：「経営と働く人を、守る・支える会員制度のご案内」 

説明者：(一財)あんしん財団 北東京支局 業務推進課 江刺家 晋 氏 
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（４）新春賀詞交歓会 

新春賀詞交歓会を、以下の通り開催しました。 

日 時：平成29年1月25日（水） 17:30～19:30 

場 所：アルカディア市ヶ谷（東京都千代田区九段北４－２） 

参加者：会員30社・57名ほか 

◇ 佐藤会長からの新年挨拶に続いて、ご来賓の東京都環境局 環境改善部長 松永竜

太様、東京都計量検定所 検査課長 山田敦久様、(一社)日本環境測定分析協会 会長 

田中正廣様よりそれぞれご挨拶を頂戴しました。その後、(一社)日本環境測定分析協

会関東支部 支部長の津上昌平様による乾杯で新春賀詞交歓会の開会となりました。 

◇ 途中、新会員、賛助会員、協賛企業のご紹介を挟み、恒例のビンゴ大会となりま

した。満面の笑みを浮かべ賞品を受け取る方々で大いに盛り上がりました。 

 

（５）東環協ニュースの発行（年３回） 

第162号：平成28年7月31日 

第163号：平成29年1月23日 

第164号：平成29年3月24日 

 

（６）東環協メール情報サービス（18件） 

メール情報提供を№２５７～№２７４まで行いました。 

 

（７）研修見学会 

昨年同様、本年度の研修見学会も首都圏環境計量協議会連絡会の研修見学会として

首都圏４県単での合同開催となりました。 

開催日：平成28年11月4日(金） 

場 所：「埼玉県環境科学国際センター」、「埼玉県自然学習センター・北本自然

観察公園」 

参加者：49名［うち、東環協会員 8社（16名）］ 

行 程：大宮駅 大宮ソニックシティ前・出発 →埼玉県環境科学国際センター → 

昼食（JA南彩食堂） →埼玉県自然学習センター・北本自然観察公園 → 屋

内研修（大宮ソニックシティ）→ 解散 

◇ 鉄道トラブルの影響で急遽大宮ソニックシティに集合となりました。「埼玉県環

境科学国際センター」では、センターの概要や取り組みについての講義を受け、デジ

タル地球儀「触れる地球」の体験、音響試験室の見学などを行いました。音響試験室

の見学では、その大きさに驚嘆する様子や実際に手を叩いて音響効果を試す参加者の

姿が見受けられました。 
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◇ 次に向かったのは「埼玉県自然学習センター」です。当センターは、荒川に隣接

する谷や地形を活かした大自然公園で埼玉県の自然学習、環境教育の拠点施設です。

今回の主催者・埼環協の吉田氏は森林インストラクターでもあり、同氏の解説を受け

ながらの自然体験で森林散策の面白さを知ることができました。 

◇ 最後は大宮ソニックシティに戻り｢屋内研修｣でした。ゲームを取り入れた全員参

加型の楽しい研修内容で、互いの親交を深めることが出来ました。 

 

（８）首都圏環協連関連事業 

首都圏環協連委員会：４回 

平成28年6月7日、9月6日、12月1日、平成29年2月10日 

◇ 各県単の活動状況を報告し合い、当業界を取り巻く諸問題について意見交換しま

した。 

 

（９）技術交流事業 

今年度も、大阪環境測定分析事業者協会が主催する「環境測定技術事例発表会」に

参加し、当協議会より１題を発表し、技術交流を深めて参りました。 

開催日：平成28年9月21日（水） 

演 題：「LC/Q-TOF MSの環境分野および法科学分野への応用」 

発表者：株式会社分析センター 木村 航 

 

（10）東京都計量検定所関連事業 

「都民計量のひろば」 

開催日：平成28年11月1日（火） 

場 所：新宿駅西口イベント広場 

主 催：都民計量のひろば実行委員会 

構成団体：東京都計量検定所、(一社)東京都計量協会、東環協等18団体 

◇ 平成28年度の「都民計量のひろば」のメインテーマは「くらしと計量」、サブテ

ーマは「感じてみよう！ 身近な計量」でした。 

◇ 当協議会は例年通り「環境と計量コーナー」を担当し、騒音計、振動計などの展

示を行いました。 

環境クイズに参加された方は、３００名超でした。クイズ終了後、参加者全員にエコ

グッズ［(株)ヤクルト様提供のオープナー及び定規］をお渡ししました。 
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（11）平成28年度親睦ゴルフ大会 

第１回（通算第32回） 

開催日：平成28年6月17日（金） 

場 所：ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎 

参加者：16名 

第２回（通算第33回） * 首都圏合同開催 

開催日：平成28年10月28日（金） 

場 所：キングフィールズゴルフクラブ 

参加者：20名[うち東環協会員8名]  

 

（12）ホームページ 

ホームページでは、各種行事のご案内や東環協ニュースを掲載しています。また、

環境省、経済産業省を始め、関係省庁等の情報を取りまとめ、毎月１回の更新を実施

しました。 

以 上 

 

[第２号議案]          

��　　　本議案�については、�当協議会のネット規�定上�、�公開しないこととします。　　　　
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[第３号議案] 

平成２９年度 事業計画（案） 
１．会議の開催 

（１）総 会   平成２９年６月１日(木) 

（２）役員会   ６回程度（予定） 

２．事業活動 

（１）技術関係 

①新任者教育セミナー     ６月２１日 

②研修見学会        １０月（予定） 

③環境測定技術事例発表会  １１月（予定） 

④技術研修会    平成３０年１月（予定） 

（２）業務関係 

①40周年記念行事       ６月１日 

②会員名簿の発行       ７月（予定） 

③新春賀詞交歓会  平成３０年１月（予定） 

④首都圏その他の連絡会議への参加 随 時 

⑤その他（各種親睦会等）  

 ・ゴルフ大会 ６月、９月の２回（予定） 

 ・その他  

 

（３）広報関係 

①ニュースの発行        年３回（予定） 

②ホームページの更新   原則、月１回 

③都民計量のひろば行事   １１月１日（予定） 

④各種資料の配付 随 時 

 

（４）官公庁その他に対する協力 

①東京都計量検定所が行う講習会への協力 

②東京都環境局が行う講習会への協力 

③(一社)日本環境測定分析協会が行う行事への協力 

④その他 

                        以 上 
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［第４号議案］ 

 

���� 本議案については、当協議会のネット規定上、公開しないこととします。　　　　�����������������������
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 東京都環境計量協議会 第４０回通常総会 出席者名簿 
  平成 29 年 6 月 1 日 

会場：東海大学校友会館 「望星の間」 

№ 会    社    名 出  席  者  名 備 考

１ いであ（株）       

２ エヌエス環境（株）        

３ （株）オオスミ       

４ （株）環境管理センター       

６ （株）環境技研 (杉並)       

７ （株）環境技術研究所       

９ （株）環境総合テクノス     

１１ （株）産業分析センター     

１２ （株）島津テクノリサーチ        

１４ 新日本環境調査（株）      

１６ （株）総合環境分析     

１７ ダイヤアクアソリューションズ（株）       

１８ 帝人エコ・サイエンス（株）       

１９ （一財）東海技術センター     

２１ （株）東京環境測定センター      

２２ （株）トーニチコンサルタント       

２３ （株）日新環境調査センター       

２４ （株）日本シーシーエル        

２６ 日本滌化化学（株）   

２７ （株）日本総合科学       

２８ （株）日本分析        

３０ ヒロエンジニアリング（株）     

３４ （株）分析センター  

 
  

  ２３社  ３４名 

委任状 
（株）伊藤公害調査研究所･（株）化学分析コンサルタント･（株）環境技研(板橋)･（株）環境技術センター･（株）
環境総合リサーチ･（株）協進エンジニアリング･共和化工（株）･クボタ化水（株）･（株）クレアテラ ･(一財)
小林理学研究所 ･三葉化工（株）･三立エンヂニヤリング（株）･（株）ジェイペック ･（株）四門･（株）総合
水研究所･中央建鉄（株）･（株）長大･ドリコ（株）･日本板硝子環境アメニティ（株）･日本エコテック（株）･ 
(一財)日本食品分析センター･（株）日本線路技術･芙蓉化学工業（株）･ムラタ計測器サービス（株）･（株）ヤ
クルト本社･八千代エンジニヤリング（株）･リオンサービスセンター（株） 

     ２７ 社 
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今年は東京都環境計量協議会が発足して 40 年となりましたので、通常総会終了後東海大学校

友会館「阿蘇の間」において創立 40 周年の記念式典を 15 時 30 分より開催しました。 

 佐藤会長の挨拶をはじめ、来賓の方よりご祝辞をいただきました。また、この 10 年の間に会

長を勤められました鈴木様が特別功労者表彰、副会長を勤められました日山様、百瀬様、理事

を長年勤められました川東様が功労者表彰を受けられました。 

 記念講演として東京都環境局環境改善部の茂木敏様より「東京都土壌汚染対策アドバイザー

制度」についてご講演をいただきました。 

会長挨拶、来賓のご祝辞、記念講演等、式典の詳細につきましては、「創立 40 周年記念誌」

に掲載いたしますので後日、ご覧ください。 

 

創立 40 周年記念式典 

Ⅰ．開会挨拶   

東京都環境計量協議会 会長    佐藤 隆 

Ⅱ．ご来賓祝辞 

  東京都環境局    環境改善部長 松永 竜太 様 

        東京都生活文化局計量検定所 所長 林 久美子 様 

        (一社)日本環境測定分析協会 会長 松村 徹  様 

Ⅲ．功労者表彰 

                 特別功労者   鈴木 幹夫 様 

                   功労者  日山 貞由紀 様 

                   功労者   百瀬 成一 様 

                   功労者   川東 光三 様 

Ⅳ．記念講演 

       「土壌汚染対策と中小事業者支援」 

東京都土壌汚染対策アドバイザー制度 

  東京都環境局環境改善部化学物質対策課 課長代理 茂木 敏 様 

 

 

創立 40 周年記念式典報告 
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式典に参加された方々 

会長挨拶 

来賓ご祝辞 
東京都環境局 
環境改善部長 松永竜太様
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特別功労者、功労者の表

彰を受けられた方々 
左より川東様、日山様、

百瀬様、鈴木様 

記念講演 
茂木課長代理 

祝電を確認する司会の 
春雨や風子さんと佐藤

会長 
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東京都環境計量協議会創立４０周年記念式典 出席者名簿 
 

平成 29 年 6 月 1 日 

会場：東海大学校友会館 「阿蘇の間」 

 
来賓 

東京都環境局 環境改善部        部長                        松永 竜太    様 

課長              宗野 喜志    様 

化学物質対策課 課長代理    茂木 敏   様 

       東京都計量検定所                所長              林 久美子    様 

                       検査課長            山田 敦久   様 

（一社）日本環境測定分析協会    会長                          松村 徹    様 

                       副会長                       関口 和弘   様 

                     専務理事                     須藤 欣一   様 

                     関東支部長                     津上 昌平   様 

     大阪環境測定分析事業者協会   会長              石田 勝彦   様 

   （一社）神奈川県環境計量協議会   会長              梶田 哲弘   様 

                                       副会長                         増田 健一   様 

   （一社）埼玉環境計量協議会      会長                     山﨑 研一  様 

                       副会長                       鈴木 竜一  様 

                    理事                     野口 裕司  様 

         千葉県環境計量協会     会長                      野口 康成  様 

                    副会長                       山本 重俊  様 

                    副会長                       福田 茂晴  様 

                     名誉理事                   内野 洋之  様 

    東京都環境計量協議会          顧 問                 三階 貴男   様 

 

特別功労者 

    いであ（株）                                                   鈴木 幹夫    様 

功労者 

                                                                      百瀬 成一   様 

                                       日山 貞由紀 様 

    （株）トーニチコンサルタント                                      川東  光三    様 
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会 員  

№ 会   社   名 出  席  者  名 備 考

３ いであ（株）   

４ エヌエス環境（株）       

６ （株）オオスミ      

９ （株）環境管理センター    

１１ （株）環境技研 (杉並)   

１２ （株）環境技研 (板橋)         

１５ （株）環境技術研究所    

１７ （株）環境総合テクノス     

１９ （株）産業分析センター      

２０ （株）サンコー環境調査センター    

２１ （株）島津テクノリサーチ      

２３ 新日本環境調査（株）     

２５ （株）総合環境分析      

２７ 帝人エコ・サイエンス（株）      

２８ （一財）東海技術センター    

３１ （株）東京環境測定センター   

３２ （株）日新環境調査センター     

３３ （株）日本シーシーエル       

３５ 日本滌化化学（株）   

３６ （株）日本総合科学        

３７ （株）日本分析         

４２ ヒロエンジニアリング（株）

 
  

４６ （株）分析センター 

 

 
  

４７ 環境工学研究所 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 賛助 

４８ （株）ミカミ      賛助 

                                                   会員 ２５社 ４８名 
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協賛企業 

№ 会    社    名 氏   名 備考

１ 大起理化工業（株） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　賛助

２ 日本インスツルメンツ（株）  賛助

３ 日本コントロールシステム（株）  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  賛助

４ 松田産業（株）  賛助

５ ラボテック東日本（株） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 賛助

６ （一財）あんしん財団   

７ 全環境企業年金基金    

 

 

 

 

 

 

創立 40 周年記念式典終了後、祝賀会が 17 時より、同じく東海大学校友会館「望星の間」に

て、会員企業・協賛企業 38 社 69 名、来賓 20 名、特別功労者 1名、功労者 3名の方々にご出席

いただき、盛大に開催されました。来賓には東京都の環境局環境改善部、計量検定所をはじめ、

（一社）日本環境測定分析協会、大阪環境測定分析事業者協会、（一社）神奈川県環境計量協議

会、（一社）埼玉県環境計量協議会、千葉県環境計量協会の各役員、当協会顧問の三階貴男様を

お迎えしました。 

司会は式典から引き続き春雨や風子さんが務めました。佐藤会長の挨拶に始まり、来賓とし

て日環協専務理事の須藤欣一様、千環協会長の野口康成様よりご祝辞をいただきました。日環

協副会長の関口和弘様による乾杯のご発声により祝賀会が始まり、それぞれ歓談しながら楽し

い時間を過ごすことが出来ました。 

途中、式典において特別功労者表彰、功労者表彰を受けました 4 名の方に、佐藤会長より記

念品が渡され、表彰者を代表して、鈴木幹夫様よりお礼の挨拶をいただきました。また、協賛

企業の皆様の紹介・挨拶が行われました。寄せられた祝電が披露された後、アトラクションと

して、鏡味味千代さんの「太神楽」（写真参照）が行われ、皆様の喝采を受けていました。 

宴たけなわの中、神環協会長の梶田哲弘様の音頭による中締めで、祝賀会が終了しました。 

ご参加いただいた皆様、有難うございました。 

    

創立 40 周年記念祝賀会報告 
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乾杯する関口日環協副会長

記念品を受取った功労

者の皆様 

来賓ご祝辞 
日本環境測定分析協会 
専務理事 須藤欣一様 
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祝賀会 懇親風景 

祝賀会 懇親風景 

協賛企業の皆様 
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アトラクション 
太神楽 

アトラクション 
太神楽 

神環協 梶田会長によ

る中締め 
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東京都環境計量協議会創立４０周年記念祝賀会 出席者名簿 
 

平成 29 年 6 月 1 日 

会場：東海大学校友会館 「望星の間」 

   
来賓 

東京都環境局 環境改善部        部長                        松永 竜太    様 

課長              宗野 喜志    様 

化学物質対策課 課長代理    茂木 敏   様 

       東京都計量検定所                所長                      林 久美子    様 

検査課長            山田 敦久   様 

（一社）日本環境測定分析協会    会長                          松村 徹    様  

                       副会長                       関口 和弘   様 

                     専務理事                     須藤 欣一   様  

                     関東支部長                     津上 昌平   様 

    大阪環境測定分析事業者協会   会長              石田 勝彦   様  

   （一社）神奈川県環境計量協議会   会長              梶田 哲弘   様 

                                       副会長                         増田 健一   様 

   （一社）埼玉環境計量協議会           会長                  山﨑 研一   様 

                             副会長                鈴木 竜一   様 

                         理事                 野口 裕司   様 

        千葉県環境計量協会                会長                 野口 康成   様 

                               副会長                山本 重俊   様 

                               副会長                   福田 茂晴   様 

                           名誉理事                  内野 洋之   様 

    東京都環境計量協議会          顧 問                      三階 貴男   様 

 

特別功労者 

    いであ（株）                                                   鈴木 幹夫    様 

功労者 

                                                                      百瀬 成一   様 

日山 貞由紀    様 

（株）トーニチコンサルタント                                       川東  光三  様 
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会 員  

№ 会   社   名 出  席  者  名 備 考

３ いであ（株）   

４ エヌエス環境（株）        

７ （株）オオスミ    

８ （株）化学分析コンサルタント        

１１ （株）環境管理センター    

１３ （株）環境技研 (杉並)      

１４ （株）環境技研 (板橋)     

１７ （株）環境技術研究所    

１９ （株）環境総合テクノス     

２０ （株）環境総合リサーチ    

２２ （株）産業分析センター      

２３ （株）サンコー環境調査センター    

２４ （株）島津テクノリサーチ      

２６ 新日本環境調査（株）      

２８ （株）総合環境分析      

３１ 帝人エコ・サイエンス（株）    

３２ （一財）東海技術センター     

３５ （株）東京環境測定センター    

３６ （株）日新環境調査センター       

３７ （株）日本シーシーエル        

３９ 日本滌化化学（株）    

４０ （株）日本総合科学        

４２ （株）日本分析       

４７ ヒロエンジニアリング（株）

 

 
  

５１ （株）分析センター  

 

 

 
  

５２ 環境工学研究所    賛助 

５４ （株）東京科研    賛助 

５５ （株）ミカミ     賛助 

会員 ２８社 ５５名 
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協賛企業 

№ 会    社    名 氏   名 備考

１ （株）トーニチコンサルタント  会員

２ （株）グレイス 　　　　　　                        賛助

３ 大起理化工業（株）  賛助

４ 日本インスツルメンツ(株) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 賛助

５ 日本コントロールシステム（株） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   賛助

６ 松田産業（株） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　賛助

７ ビーエルテック(株)  賛助

８ ラボテック東日本（株）  賛助

９ （一財）あんしん財団   

10 全環境企業年金基金   

                                          １０社                 １４名           

 
 
祝電 
アイデックスラボラトリーズ(株) 代表取締役 クリーブランド・ウｴイチャン・エン 様 
いであ(株) 代表取締役会長 田畑 日出男 様 
新日本環境調査(株) 代表取締役 川岸 邦充 様 
（一財）新潟県環境分析センター 理事長 猪俣 勝一 様 
日本電子(株) 代表取締役社長 栗原 権右衛門 様 
山梨県環境計量協会 会長 丸山 和彦 様 
(株)リガク 代表取締役社長 志村 晶 様 

 
お祝いの花 
いであ(株) 代表取締役会長 田畑 日出男 様 
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当協議会では今年度も「環境計量測定データの信頼性の向上」を目的として各種技術講習会

等を企画してまいりますが、その一環として昨年に引き続き日環協関東支部との共催で、新任

者や若手分析技術者を対象とした『新任者教育セミナー』を開催いたしました。第１０回目の

開催となる今年度も一都三県の合同開催となり、ほぼ満席の７４名（東環協：１３名、千環協：

１８名、埼環協：１７名、神環協２６名）と多くの方にご参加いただきました。 

 

 日 時 ： 平成 29 年 6 月 21 日（水） 10：00～17：30 

 場 所 ： (一社)日本環境測定分析協会 ２階研修室 

 

講義１「労働安全衛生について」 （10：45～12：00） 

講 師 ： 中央災害防止協会  大山 喜彦 氏 

 

〔講義目次〕 

1.労働災害発生状況 

2.労働安全衛生法とは 

3.事業場の安全衛生管理体制 

4.災害発生の仕組みと災害原因 

5.ハインリッヒの 1:29:300 の法則 

6.労働安全衛生マネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）と 

  リスクアセスメント 

7.化学物質管理のリスクアセスメント 

8.危険予知訓練と指差呼称 

 

〔講義概要〕 

労働災害の発生件数は年々減少しているが、重大事故はやや増加の傾向にある。労働安全

衛生法は、職場での事故、健康被害を予防するためにある。労働災害の発生の仕組み、原因

を調査し、人のミス、装置等の故障が起きても災害にならない安全管理を構築する必要があ

る。近年では平成 18 年、26 年に法改正が有り、メンタルヘルス対策としてのストレスチェッ

クや化学物質に対するリスクアセスメントの義務化が定められた。また、労働安全衛生マネ

ジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）導入の背景、必要性が説明された。また、化学物質管理の

リスクアセスメントの実施方法、ヒヤリ・ハット運動やＫＹＴ（危険予知訓練）による事故・

災害防止の方法、作業リスクの考え方について説明があった。 

平成 29 年度 新任者教育セミナー報告 
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講義２「環境計量の仕事とは」 （13：00～14：30） 

 講 師 ： (一社)日本環境測定分析協会 関東支部長 津上昌平 氏 

 

〔講義目次〕 

1.環境とは、環境問題の歴史的背景 

2.環境関連法規制の概要 

3. 計量法と事業登録制度、資格制度 

4.国際規格 

5.環境関連資格取得のすすめ 

環境計量士、作業環境測定士、公害防止管理者 

臭気判定士、土壌汚染調査技術管理者、環境測定分析士 

〔講義概要〕 

「環境」という言葉の意味するところは、自然環境から社会環境まで幅広い。環境問題は

公害問題から地球環境問題をへて環境経営（環境保全と経済発展の両立）に変遷している。 

環境関連法規は、環境基本法を中心に水、大気、土壌、騒音・振動、リサイクル等多岐に

わたる法律で形成されている。また、国際的法規も年毎に強化され、有害物質の規制ととも

に、国際条約の形で、生物多様性、地球温暖化、有害廃棄物越境移動、オゾン層破壊等につ

いても取り決めがされている。 

   計量法や私たちが行っている環境計量証明事業や作業環境測定等の環境測定・分析に関わ

る事業登録について説明がなされた。他にＩＳＯ等の国際規格があり社会のグローバル化と

共に必要性が増している。環境測定に必要な資格としては、環境計量士をはじめ臭気判定士、

環境測定分析士等有り、資格取得に挑戦してもらいたい。 

 

 

講義３「精度良い測定のために」 （14：45～16：15） 

 講 師 ： 村井技術士事務所 所長 村井 幸男 氏 

 

〔講義目次〕 

 1.サンプリングの基礎 

2.環境測定に関する化学分析の基礎、機器分析法 

3.測定値の計算、分析値の管理、データの取り扱い 
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〔講義概要〕 

環境測定においては、サンプリングが重要であり、いかに精度良い分析を行なってもサン

プリングに誤差があっては、正しい測定結果は得られない。調査の目的を明確にして、採取

地点、採取時間、方法等目的に合ったサンプリングを計画し行う必要がある。 

環境測定に関する化学分析の基礎については、目的に合った分析方法の選択と共に、精度

管理が重要であり、測定環境からの汚染(コンタミネーション)の防止、使用器具の正しい操

作、試薬、標準液の管理が大切である。また、試験に使用する水もＪＩＳで規定されており、

目的に応じたグレードの水を使う必要がある。測定結果は種々の誤差を含む。内部制度管理

を実施して、分析値の不確かさの要因を確認しておく。 

また、近年の技能試験等の統計処理ではｚスコアが用いられており、自分の測定結果の精

度を確認すると共に、外れ値となった場合には、その要因を検討しておく必要がある。 

 

〔名刺交換会〕 

 セミナー終了後、東環協、千環協、埼環協、神環協にそれぞれ分かれて、修了証の授与式

が行われました。授与式の後、５階の懇親会会場で、名刺交換会を行いました。入社間もな

い参加者にとっては名刺交換の練習という面もあり、活発にディスカッションを行っていま

した。限られた時間内での講義で質問時間も限りあり、名刺交換会では講師の方に積極的に

質問する参加者の姿も見受けられ、お互い話題にも事欠かず一時間と短い時間では物足りな

いようでした。 
 また、今回も参加者の皆さんにはアンケートをお願いしました。講義についての感想は、

講師の方々にフィードバックするとともに、その一部は上記、記事に掲載いたしました。参

加者の方の貴重なご意見・ご要望については、今後の東環協の運営に反映させて頂きます。 

 

〔アンケート結果（抜粋）〕 

年  齢：10・20 代 66％、30 代 18％、40 代 14％、50 代以上 1％ 

性  別：男 69％、女 27％、未回答 3％ 

入社年数：1年未満 72％、1～3年 15％、3～5年 5％、5年以上 4％、未回答 3％ 

担当している分析・測定の分野：大気、水質、底質、土壌、産業廃棄物、臭気・悪臭、騒音・

振動、作業環境、シックハウス、ダイオキシン類、絶縁油、農薬、アスベスト、金属、放射

能・放射線、その他 

講義内容については、３題とも「大変参考になった」「参考になった」が 86％以上でした。 

意見としては、「講義の内容が多い割には、時間が短い」等の要望があり、今後の運営に反

映させていきたいと思います。 
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＜名刺交換会（1）＞                               ＜名刺交換会(2)＞           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜受講風景＞ ＜修了証授与式＞ 
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平成２９年 新任者教育セミナー 参加者名簿 
                           平成２９年６月２１日（水） 
                   於 （一社）日本環境測定分析協会 研修室 
講 師 

セフティレビュー                   大山 喜彦氏  
（一社）日本環境測定分析協会    関東支部長    津上  昌平氏 
村井技術士事務所          所長        村井 幸男氏  

 
会 員                            

  
№ 

会     社     名 氏    名 備 考 

1 いであ（株）    

2 いであ（株）   

3 (株)伊藤公害調査研究所    

4 (株)環境技術研究所   

5 (株)環境技術研究所   

6 クボタ化水(株)    

7 (株)総合環境分析    

8 帝人エコ・サイエンス(株)   

9 (株)日本公害管理センター   

10 (株)日本公害管理センター   

11 （株）分析センター   

12 （株）分析センター    

13 （株）分析センター    

８社 １３名 
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 平成 29 年度は、下記のような役員の役割分担で事業を進めて参ります。 

  佐
藤 

竹
田 

五
十
嵐 

川
東 

田
口 

斉
藤 

志
知 

井
上 

池
田 

古
畑 

鈴
木 

中
村 

役員会議事録         ○ ◎   〇   

ホームページ管理     〇     ○ ◎     

資料作成管理   ○ ○            

会員名簿管理   ◎             

首都圏連絡委員会 ◎ ○    〇        ○

東環協ニュース      ◎     ○ 〇 ○  

官庁関係挨拶等 ◎ ○ ○            

新任者教育セミナー ○ ◎ ○      ○     

日環協関東支部 

セミナー 
◎ ○ ○            

研修見学会       ○ ◎   ○ 〇   

大環協事例発表会 ◎   ○            

技術研修会 ○   ◎   ○ ○ ○ ○   ○  

事例発表会 ○   ◎   ○ ○ ○ ○   ○  

都民計量のひろば   ○   ○  ◎    〇  ○

懇親会（ゴルフ、その他）   ○   ◎         ○

新春懇親会 ○ ◎ ○            

総会 ○ ◎ ○            

会計監査 ○ ○ ○          ◎ ○

役員会招集 ○ ◎ ○            

４０周年記念誌準備会 ○   ◎ ○   ○ ○ ○ ○  ○

事務局   ◎             

◎ 主担当 ○ 担当 

  

役員の役割分担 
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 平成 29 年 6 月現在で、既に実施または今後予定されている関係機関及び団体の動きは、以下

のとおりです。 

 
○ 首都圏環境計量協議会連絡会 

 ・第１回委員会     6 月 15 日 (株)分析センター 

    ・第 2 回委員会           9 月 13 日   (株)分析センター 
     
○ (一社)神奈川県環境計量協議会 

 ・通常総会       5 月 24 日 かながわ労働プラザ 

    ・親睦会              6 月 2 日  上総モナークカントリ－クラブ 

    ・神奈川県環境研究合同発表会    6 月 7 日  横浜市技能文化会館 

・新任者セミナー（日環協共催）   6 月 21 日  （一社）日本環境測定分析協会 

・神奈川県職員研修会        6 月 21 日  神奈川県環境科学センター 

・親睦地曳き網大会         7 月 22 日  堀川網（鵠沼海岸） 

○ (一社)埼玉県環境計量協議会 
 ・第 41 回通常総会    5 月 26 日 With you さいたま 

 ・新任者セミナー（日環協共催）   6 月 21 日  （一社）日本環境測定分析協会 

 

○ 千葉県環境計量協会 

 ・通常総会       4 月 21 日 プラザ菜の花 

    ・経営者・中堅社員セミナー     5 月 26 日  プラザ菜の花 

    ・ソフトボール大会         6 月 3 日   稲毛海浜公園 

・新任者セミナー（日環協共催）   6 月 21 日  （一社）日本環境測定分析協会 

 
○ (一社)日本環境測定分析協会 

 ・日環協通常社員総会        5 月 29 日 タワーホール船堀  

    ・第 20 回日環協           7 月 14 日  ANA クラウンプラザホテル神戸 

     経営者セミナーin KOBE      

    ・第 25 回日環協・環境セミナー   10 月 12 日  TKP ガーデンシティ千葉 

     全国大会 in 千葉          ～  13 日     

  

関係機関・団体の動き 
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○平成 29 年度第 1回（通算第 34 回）親睦ゴルフ大会報告 

去る 7月 7日（金）七夕の日に茨城県稲敷郡の阿見ゴルフクラブにて親睦ゴルフ大会を開

催いたしました。梅雨明け宣言が未だだったので天候が心配でしたが予想に反し、晴天に恵

まれ過ぎて大変な猛暑となりました。そのため OB を含めた参加者 12 名で「熱中症に注意し

全員無事にホールアウトを目指しましょう！」を合言葉にして元気にスタートしました。過

去に一度開催したコースでしたが、距離もありまたグリーンでは３パットに泣かされた方も

続出したようです。途中、木陰で休憩をとったり水分を補給したりして何とか全員ホールア

ウトすることが出来ました。 
表彰式を兼ねたパーティーでは、順位賞やドラコン・ニアピン賞が発表される度に歓声が

上がっていました。最後に、優勝者のスピーチで締め括りましたが、当協議会の某役員の方

がベスグロ優勝と相成りました。 
大変暑い中ご参加頂き有難うございました。秋は首都圏合同での開催になります。開催日

は 10 月 27 日 場所は千葉県のキングスフィールズ GC で行う予定です。 
腕に自信のある方無い方問いませんので大勢の参加をお待ちしております。 
 
 

○平成 29 年度これからの主要行事予定 

・研修見学会                          10 月 

・技術研修会                     平成 30 年 1 月 中旬予定 

・都民計量のひろば                  11 月  1 日(水) 

・平成 29 年度第 2回（通算第 35 回）親睦ゴルフ大会       10 月 27 日(金) 

・環境測定技術事例発表会        11 月 

・賀詞交歓会         平成 30 年 1 月 中旬予定 

 

 

  

東環協からのお知らせ 
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○事務局からのお知らせ 

 ・会員の動き 

会員区分の変更 

  会 員 名：森永エンジニアリング(株) 

  会員区分：（旧）正会員  (新)賛助会員 
社名変更 

   会 員 名：（旧）（株）工生研  （新）無臭元工業（株） 

 

  現在の会員数（平成２９年６月現在） 

    正 会 員  ６６社 

             賛助会員  ２１社  合 計  ８７社 

 

 

 

 

・編集後記 

     遅くなりましたが、第 40 回通常総会、創立 40 周年記念式典及び祝賀会、新任者教育セ

ミナーを中心に編集した、平成 29 年度の最初の「東環協ニュース」第 165 号を発行いたし

ました。 

     創立 40 周年記念式典及び祝賀会につきましては、「創立 40 周年記念誌」を発行する予

定ですので、詳細はそちらでご覧ください。 

   今後も会員の皆様のご協力を得ながらより良いものにしたいと思います。「東環協ニュ

ース」に関するご意見、ご感想等がありましたら、事務局、役員まで気軽にご連絡くださ

い。宜しくお願い申し上げます。 
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